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処分場の土地利用に関係する制度改正等

• H１０ 最終処分場基準省令の改正（廃止基準の明確化）

• H１４ 土壌汚染対策法H１４ 土壌汚染対策法

• H16 廃棄物処理法改正（跡地形質変更規定追加）

→ 廃棄物施設による環境影響への懸念

土地履歴に関する関心の高まり などから土地履歴に関する関心の高まり などから

・最終処分場を安易に廃止して跡地利用することが困難に

廃止までの維持管理期間が長期化（特に管理型）・廃止までの維持管理期間が長期化（特に管理型）

廃棄物処 維持管 を継続 なが 或 変廃棄物処分場として維持管理を継続しながら、或いは形質変
更の制限の範囲内での土地活用策の模索



従来の処分場跡地利用
公園や運動施設などが主流• 公園や運動施設などが主流

（公的管理のもとでの利用）

太陽光発電事業の登場

広いオ プンスペ スの活用に適する

太陽光発電事業の登場

• 広いオープンスペースの活用に適する

• 人の立ち入りが少ない利用方法

• 再生可能エネルギーへの時代の要請

• 事業収入が見込める



国の後押し

• 環境省：廃棄物埋立処分場等
への太陽光発電導入促進事業への太陽光発電導入促進事業
（H26年度～）

→導入に補助金→導入に補助金

環境省 「廃棄物最終処分場等• 環境省：「廃棄物最終処分場等
における太陽光発電の導入・運
用ガイドライン/事例集」（H29 3）用ガイドライン/事例集」（H29.3）
• →事業化促進の手引書





フェニックス泉大津沖 管理型 25ha/67haフェニックス泉大津沖 管理型 25ha/67ha



フ ニ クス尼崎沖 管理型 １５h /３３hフェニックス尼崎沖 管理型 １５ha/３３ha



不安や課題点は？

• 設備の耐久性

（発生ガスや不同沈下への対応 草刈りは必須）（発生ガスや不同沈下への対応 草刈りは必須）

・事業収益の安定性

処分場安定化 の影響• 処分場安定化への影響

（浸出水の水量・水質、ガス発生）

• 自然災害への対応力

①液状化、津波対策①液状化、津波対策

太陽光パネル廃棄物は処理困難物

②オ プンスペ スの占有②オープンスペースの占有

防災目的の利用が不可能に



処分場の災害廃棄物仮置場としての利用

• 代表的事例

阪神淡路大震災（1995）阪神淡路大震災（1995）
布施畑処分場 淡河処分場（神戸市）

東日本大震災（2011）東日本大震災（2011）
塩竃市処分場 （宮城県）

熊本地震（2016）
扇田処分場 戸島仮置場 （熊本市） など扇田処分場 戸島仮置場 （熊本市） など

元々 廃棄物を搬入する条件の整っている場所であることか元々、廃棄物を搬入する条件の整っている場所であることか
ら、災害廃棄物仮置場としては最適の場所



太陽光発電か 仮置場用地か

（参考）

• 巨大災害発生時における 災害廃棄物対策のグランドデザイン• 巨大災害発生時における 災害廃棄物対策のグランドデザイン
について （中間とりまとめ） H26.3
国は 市町村等が所有する廃止した廃棄物処理施設跡地等を国は、市町村等が所有する廃止した廃棄物処理施設跡地等を

仮設処理施設の設置候補地として確保することを支援する。

どちらを選択するかは

・災害発生時の廃棄物処理機能への貢献可能性の検討

・災害時のエネルギー供給への貢献の実現性を検討災害時 ギ 供給 貢献 実現性を検討

→ 立地特性、地域事情を勘案して最適な利用方法を総合的に

判断する必要あり判断する必要あり


